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 普通の日本人の日常生活を描いた漫画が、フランスを中心に欧州各国で人気を呼んで

います。描いているのは、日本人漫画家、谷口ジローさん（64）＝写真。 

 彼の絵は写実的で、精密さと大胆さが調和し、物語は、どこにでもある日常の一コマ

が、独創的な視点で紡ぎ出されています。故郷の鳥取を舞台に家族の葛藤と絆を取り上

げた代表作「遙かな街へ」は、欧州各国のコンクールで最優秀賞を総なめにしてきまし

た。 

 谷口さんは今年７月、フランス政府の芸術文化勲章を受章しました。母国より海外で

実力が認められた巨匠に、半世紀に及ぶ漫画家人生の足跡をじっくりと語ってもらいま

す。 

 

 

 

 睡眠中に何度も呼吸が停止する睡眠時無呼吸症候群（ＳＡＳ）。高血圧など深刻な病気

につながるとされますが、自分がＳＡＳだと自覚している人はまだ少ないといいます。Ｓ

ＡＳを周知する医療機関や患者団体の取り組みのほか、セルフチェックの方法を紹介しま

す。 

 

 

 

 飼われている犬や猫のうち、今や７割以上が室内で人と一緒に暮らしているそうです。

そんな中で関心が高まっているのが人と動物に共通する感染症です。どんな感染症があ

り、治療法や予防策はあるのか。さまざまな疑問について「どうぶつ」面で詳しく解説

します。 

 

 

 

 来年用の手帳が大手書店などの特設コーナーに並ぶ時期になりました。多種多様な手帳

がありますが、自分にぴったり合うものを見つけるのはなかなか難しいです。日本能率協

会マネジメントセンターの矢野真弓さんに、手帳の選び方や活用法を教えてもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

シリーズインタビュー「時代を駆ける」 

漫画家・谷口ジローさん 

11 月１日（火）から２週・９回  

睡眠時無呼吸症候群 くらしナビＡ面 11 月４日（木） 

動物由来感染症とは？ くらしナビＣ面 11 月１日（火） 

手帳の選び方・使い方 くらしナビＡ面 11 月１日（火） 

中東の民主化運動「アラブの春」は、エジプト、チュニジア、リビアの独

裁政権を崩壊させました。しかし、イエメンでは依然として混沌とした状

況が続きます。なぜなのか。イエメンの内情を探ります。 
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 今年は 1961 年の「国民皆保険」導入から 50年の節目の年です。しかし、かつて「世界

一」と評された日本の医療も、財政悪化に伴って危機的状況を迎えています。ほころぶ医

療制度の現場を各地でルポし、風前の灯火と化している「皆保険の今」を追います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 埼玉県内の荒川に突如現れたゴマフアザラシの「あらちゃん」。東日本大

震災、福島第１原発の事故で深く傷ついたこの国土と人々の心を癒すかの

ように、愛らしいしぐさを見せています。そして、茶の間の人気者になる

にしたがい、「あらちゃんフィーバー」が巻き起こっています。自治体が「あ

らちゃん」に特別住民票を交付すれば、地元商工会はそろばんをはじいて「ゆるキャラ」化の動きまで……。

ところが、当の「あらちゃん」といえば、寄せられる「熱い思い」を知ってか知らずか、なかなか姿を見せ

てくれません。おじさん記者が、現地に通うこと数日間、「あらちゃん」の姿を懸命に追いかけて、その先に

見たものとは――。 

〝知りたいが分かる〟がモットーの夕刊「特集ワイド」。どうぞご期待下さい。 

 

 

傷ついた日本に元気をくれる？ 

気まぐれ「あらちゃん」を探して 

夕刊特集ワイド面 11 月１日  

連載企画「安心が逃げていく～皆保険半世紀」 


